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研究成果の概要（和文）：本研究は、やがて教科となる中学校の道徳授業における討論を活性化し、いじめ等中学生の
諸課題に効果的に対応できる道徳教育を企図する研究である。その成果は以下の諸点にまとめることができる。
①「教室という社会」の捉え方を導入し、そこで生徒が形成する「規範構造」に着目し、規範構造を組み替える生徒に
よる厳密な話し合い・討論を道徳の授業の学習活動として理論的･実践的に位置づけたこと。②討論を厳密に行うため
の「話し合いのルール」を討議倫理学に基づいて構成したこと。③討論を効果的に授業展開に位置づける授業展開モデ
ルを開発したこと。④上記①から③を実践的に具体化する教材資料の構造モデルと授業指導案を開発したこと。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research is to make discussions of morallearning in junior high 
school active, and to make a moralleaning that can work out the solution to the problem ijime. Its 
results are followings. 1 I introduced new concepts of "a society of classroom" and "normstructure". 2 I 
made a proposal of the rules of discussion. 3 I developped a new model of the morallearning plan to 
activate discussions. 4 I developped a new structure model of teaching materials for moral learning.

研究分野：教育学
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1．研究開始の当初の背景 

わが国の社会が大きく変動する中で、いじ

め問題や暴力行為等に代表されるように、児

童生徒の諸課題も多様化し、様々な諸問題が

発生し、学校の道徳教育にそれらの諸課題へ

の対応が求められている。しかし、昭和 33

年に登場した「道徳の時間」における道徳教

育や道徳授業については、これまで学校現場

での実施について様々な問題や不十分さが

指摘されてきた。そのような状況において、

国ではほぼ 10 年ごとに改訂される学習指導

要領においてそのための方策を講じてきた

が、十分な成果が得られる状況にはないのが

実情である。 

また、平成 20 年には、学習指導要領の全

体が改訂され、言語活動の重視をかかげ、児

童生徒の学習それ自体を話し合いや討論を

指導原則とするものとすることとなったが、

道徳教育においては、未だ十分な対応ができ

ていない。特に中学校においては授業の実施

率が実際には低く、行われている授業も中学

生の発達段階にふさわしい授業とはなって

いない場合が多いことも指摘されてきた。中

学校においてはいじめや暴力行為など生徒

指導上の諸問題が深刻な状況でもあり、それ

らの諸課題の克服のためにも中学校におけ

る道徳教育、とりわけ「道徳の時間」の道徳

授業の充実が求められている。 

  

2．研究の目的 

そこで、本研究は、問題行動等が顕著に出

現する中学校の道徳教育に焦点化して、中学

校の道徳教育、とりわけ｢道徳の時間｣の道徳

教育に関する多様な議論(道徳教育論)とそ

れらに基づく道徳授業の展開における生徒

の学習活動と思考過程に批判的検討を加え

ることによって、それら道徳授業論と道徳授

業の実践の課題を明確にする。その上で、平

成 20 年の学習指導要領が求める「書いたり

討論したりするなどの表現する機会を充実

し、自分とは異なる考えに接する中で、自分

の考えを深め、自らの成長を実感できる」道

徳授業モデルを開発し、今日多様に展開して

いる生徒指導上の諸問題への教育的対応の

在り方に一つの具体的な実践的道筋を探り

出すことを目的とした。 

 

3．研究の方法 

研究を進める方法と手順は、わが国の多様

な道徳教育論とハーバーマス、Ｊ．のコミュ

ニケーション的行為理論及びトゥールミン、

Ｓｔ．の討論や討議に関する文献研究と学校

現場の授業実践の批判的検討による研究と

し、具体的には、①多様な道徳授業論及び授

業実践事例の批判的研究、②合意を生み出す

討論におけるコミュニケーション構造の解

明、③道徳授業における学習展開過程の事例

による比較分析、④価値に関する捉え方の合

意をめざす学習展開モデルの開発とそれを

組み込んだ道徳授業の効果の検証とし、理論

的且つ実践的研究を企図した。 

 

4．研究成果 

この 3年の間に、国では、政府内に設置

された「教育再生実行会議」による「第一

次堤言」（2013（平成 25）年 2 月）によっ

て「道徳の時間」の教科化を提言し、それ

以後速いテンポで教科化に向けた準備を進

めてきた。そのため、結果的に、本研究は、

その教科化に向けた道徳授業の新しい形を

具体的実践的側面においてだけでなく、理

論的な側面においても探ることとなった。 

 また、本研究の計画を検討していた時期

を含めて、この 4年間には、「道徳の時間」

の教科化に関わって様々な出来事があった。

中学生のいじめによる自殺、いじめ防止対

策推進法の制定、川崎における中学生殺害

事件等々、この教科化の推進に向けて、世

論の後押しをするかのように相次いで大き

な案件が続くこととなった。国ではいじめ



防止対策推進法の制定にともない、それを

実効力のあるものにするために、「いじめ防

止基本方針」(平成 25年)を策定し、各都道

府県にも同様の基本方針の策定を求めた。

そこにおいてもいじめ防止対策の筆頭に道

徳教育の充実が挙げられている。 

しかしながら、事柄の性質上、いじめ防

止対策の具体的な事項においては、学校の

いじめの把握(認知)とそれらに対する指導

の在り方、更に今日のいじめ行動の多くが

携帯やスマートフォンによることから、そ

れらへの対応が大きな関心を呼び、学校に

おける道徳授業の推進に関しては、国にお

ける教科化の推進に向けた準備に関する事

項を除けば、さほど注目されてはいない現

状がある。 

 だが、いじめ問題は複雑な構造を持つ問

題であり、その背景には様々な課題が存在

している。それらの多くは、学校における

道徳教育，とりわけその要と位置づけられ

ている「道徳の時間」や道徳科における道

徳の授業が取り組むべき課題である。それ

らに取り組むためには、道徳授業にはこれ

まで積み重ねられた実践とその基盤にある

考え方の見直し、一層実効力のあるものへ

の改新が求められる。 

そのためには、日々の道徳授業の基盤と

なっている道徳教育の基本的考え方や枠組

みが見直されなくてはならない。平成 27

年 3月に告示された「一部改正中学校学習

指導要領」にある教科としての道徳教育の

基本事項、例えば、「考え、議論する」道徳

授業という課題や「多面的･多角的に考え、

人間としての生き方についての考えを深め

る学習」は、これまでの道徳授業とは一線

を画し、それを大きく変えていくことを求

めている。 

 本研究では、単に細々とした工夫を行う

にとどまるのではなく、道徳教育や道徳授

業を支える基本的な考え方をこれまでの筆

者自身の道徳教育研究の成果を発展させな

がら、「規範構造」という概念を提案し、道

徳学習が、個々の生徒の道徳性形成が教室

における生徒の社会生活の在り方の向上に

結びつくことによって、教室における生徒

の諸問題を解決する可能性を示すことがで

きた。また、それを具体化する討論を活発

化する道徳の授業とそれに必要な、討論し、

考える力の育成という課題に対応できる道

徳授業のモデルの開発に取り組み、モデル

の提案を行った。その際、議論モデルであ

るトゥ－ルミンモデルを組み込み、論拠(価

値･規範)の根拠を追求する議論モデルの構

築が必要であるとの認識に達し、それを効

果的に運用するために議論のトレーニング

モデルの開発にも取り組み、そのモデルを

提案した。 
 具体的には、以下の課題に取り組み、そ 

の成果を論文や図書等において発表した。 

①現代社会の諸課題と道徳教育の現代的諸

課題を明らかにし、学校教育、特に道徳教

育が取り組む必要のある諸課題について分

析しながら、求められる新しい道徳教育の

在り方を提案した。 

②中学校における道徳教育の諸課題、特に

道徳性の発達段階を改めて明確に踏まえる

必要があることを指摘した。また、道徳性

の発達が生徒が営む社会的関係と密接につ

ながっていることから道徳学習とそれが展

開される場としての学級(「教室という社

会」)との関係に着目する必要があることを

「規範構造」概念を提案して、指摘した。 

③教育的行為が必然的に抱えざるを得ない 

問題を考察し、相互行為としての教育の重 

要性とそれを具体化する教育活動及び学習 

活動の在り方をコミュニケーション的行為 

理論を基盤にしながら生徒同士の討議によ 

る学習活動の在り方として構想し、その実 



践化の可能性を追求した。 

④教科化を打ち出した新学習指導要領にお 

ける｢多面的･多角的に考える｣ことによる 

問題解決的な学習をめざす「特別の教科 

道徳」（道徳科）を推進していくためには、 

討論を活性化することが必要であることを 

指摘し、その具体的実践的な可能性を教材 

資料と授業展開を前段と後段に区分し、前 

段において葛藤課題に討論によって取り組 

むことが後段における価値のより深い理解 

につながることを実践的に明らかにしよう 

と取り組んだ。 

⑤防災教育や｢命を大切にする教育｣に道徳 

教育がその役割を積極的に果たすことが必 

要であり、そのためには〈いのち〉の捉え 

直しが不可欠であると考え、この課題に取 

り組んだ。 

⑥シティズンシップ教育という観点から学 

校教育の新しい課題に取り組むこれからの 

道徳教育の具体的な在り方を探った。 

⑦討論を活発に行う授業を展開するために 

は、生徒の言語活動を行う力を育てること 

が不可欠であるとの考えから、議論する力 

を育成するプログラムの開発に取り組んだ。 

この課題については継続的に取り組んでい 

く予定である。 
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